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ÔM維
ぶ
る̂

2;
.
砂
著
»

^

.
繼
す
る
*

者
0.

周
到
«

-5
; 

注
意
餘
；
撓
の
搬
鱗®
麻

ば

？
本
痛
を
遞
鼸
せ
鈐
紀

#

 

S

臟
も
.
4
度
附
綠
第“一
ど
し
て
收
錄
せ
ら
れ
た
る
、
六 

—

淸

室

？
一
十»

は
百̂

耍
*:
#

懲
漱
;̂

瞥
見
し
«
麥
も 

@

成
.

廢
ほ
X-

れ
妨
麻
却1;
る
' 
こ
s'
'
'̂:

得
•̂
%

0:

CS
;
思 

ぶ
-,
o
へ
.
.
.
.
.
-
.
.
b 

N
J
/ 
,-A
'
;-
'

vv
.
« 

. 

3
 

! 

'
:
.
.

.■
'

■)
'
.
. 

, 

M
.

へ

最

後

抝

謝

者

繁

ギ

鎌

問

題

ぬ

_
し

解

驛

の

龜

を 

<?

げ
‘tt

‘.
る
#
！
#
&

苦
*

ど
M

 

•
■
觉
を
續
け
て
士
今
後 

著
書
4

し
«

公
勞
：，
0

灼
5

希
望
4.

を
奄
赞
ら
备
、
著
翁

0
熱
心
^
對

も

凝

意

を

賺
^
已
0

4

k

0

1

iIIS--V

I
I ' ­

ll
1
fi|
F
1

|
<
1
i
I
ii

I
sI

II

1
I
I8

H
fl
l
il«
行

著

史

上

®
社

會

問
.變

.V J

 

.

.

•

>'
'
.
: : 

■, 

.
,•
'

•菊

版

：
三
六.
四
.:

瓦
'

火
.

銳
:

間
:
發

：'行

:: 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. {

疋
似
ー
三
圆.七
：
十

錢
-

:'
'::
本
：書
は
.三
浦
博
士
が
大
阪
の
懷
徳
堂
化
於
^
そ
_
演
' 

•«
:
'
:
れ
fc
樂
控
W
多
少
の
修
IE
を
加
‘へ
&
れ
拎』

咴
梠
あ 

.

贫
？
現
御
社
會
問
題
を
論
す
る
學
潘
論
客
の
多
數
於
非
、
 

■
臍
#

^

_で
あ
る
ご
必
を«
み
衫
し
1:

、
_

霧

八 

:
:冷
れ
，

「

歷
坻
的
_

_於
共
に
、€其
論
策
、
施
設
上
じ
多
少

\ 

■
0;
#

■や
蒯
歡
?:
•興

べ

，

か

こ
.

4

が(

_
し
於
^

此̂
0 :
'

一 

«

0目
的
亦
ぁ
&
が!>
觅
忆
他
^:
,

「

_

#

@此
家
ぽ
餘
.

j 

.A
y
0
政
浪
^-
軍
事
^
重
き
を
置
'̂'」

、(

.六

.

1「

馳
會
の
ド
；一
 

:裏
茴
ゃ
,
層
に
流
れ
ぬB-
-
.
W爾^

ベ̂
段
：々

漲
，ゥ
で
來
一 

るJ2
’

つ
れ
楚
迄
表
面
勢
ガ
欧
教
ダ
如
上
膨
の
ト
の

.\ 

.

叫
免
し
.が
を
れ
に
»

流̂
狖
n

f

 

;;
'
:
:
&
替S,

を
段
七
頁)

y歷
此
事
實
§
»-
猶
必
,
攀
以
で
居
ベ 

が
が
过
_

»
&'
で
.、

新
(;
;

_

而

じ

潜

び

齔

會

問

題

を
 

-

狎

が

阳̂;
:̂
5̂
:̂
'
.宏

ふ

吹̂

^
0
.
の

断#
货

お

る

ら&- 

:
V1
0 

.

.
併

し
.

「

も

！

り

親

代
.の
：
社

會

問

’
_

賴

び

附

け

:

.
第
十
3£
#

(

四
4ハ
琴)

新
刊
紹
介
"

や
：1̂

棟
^

,

^

0

^

^

|

:

^
で̂

>

*

.̂0

飧
彩
づ 

.何

.

逯
#

1

丧
©

糜
#

に
，現§

搠
題
を
-̂

妻

有
. 

.令
0

f

金
化
說
.

)s

せ
>
.
.

i
:の
研
窕
的
立
場
か
ら
批
刿 

し
て
行
が
ぅ
と̂
‘ふ
は
：署

ぬ
"」

(

ニ

.̂
H

)

：''
:

:

ぃ：:'
;

次
f

^

本
鲁
0

內
容
を
.示
す
ヒ
上
カ
の
社
會
問
題
.

 ̂

じ
て
姓
氏
問
題
 

>
;贫

竄

問]®
を

ハ

中

哲

の
 

じ
で
±

地

分

，
配0.
間
題
:̂
§

衝
突
0

間
題
を
論
じ>
. 

_

倉
_

代
の
«

會
問
題
、■
室
町
時
代0:
社

會

询

題.:
.%

豐 

商
時
代
の
社
會
問
題
を
槪
觀
し
、
江
戶
時
代
の
社
會
問 

:题
ふ
ま
，て
社
會
階
級
办
權
_立
，

(

m
i
M
0
y
^
無
宿
め 

社
#

運
動
>>
-

_

人
0

_

卫
等
観
—

げ
$

居
な
!̂ 

併
じ
前
啟.も
述
^

尨
»

ぅ
^

#

_

鬼

_
|
#
演
で
ぁ
右 

，髮

•め
は
扒
、‘.申
辑
'の
：社

會

脉

題

顏

脚

離

が

ら

第

十

, 

一
 
0

k

m

§

^

§

^

M

S

M

^

S
 
0

S

'

#

^

囊

_

.

_

4

唐

代
0'

管

最

|

く

福
童
’要
な
る
#

!

題̂
の
徼
_
ぜ
&
時
代
を
. 一T

親
に
足 

ら
舐
1>
;
,紙
數
を
以
0:
波
11
;
仿
の
：啟
^

.遺
僦
賴
氣
ぢ
が'思
..■ふ 
_
 
ョ 

:
.
f

;K
.
r ,

〈

：
 
i.
 

v

t

V.
-_ 
.y
 C

 

T;:
u 

.パ」

併
じ
本
書
が
太
體
応
於1/-
>
て
0
S
M
P
M
W
時 

代

々

々̂

社
會
:̂
1!

於
概
?|
|

1

^
%
難
ぽ
®,
^
:
.
て
ぼ
皰
称

第一

観

1

置



1

; ; . 
的 後

:

;

;:'

琳
十
瓦
想
八

(

，四
六
四;) 

紹

介：

U
た
が
0
ビ

云
へ
や
.ヶ
o
假

令

爾

ぼ

G
於
け
る
下 

勝
平
鹿
階
級
.の
.史
料
#
び
に
其
の
論
述
比
‘關
し
て
、
多
. 

I
少
表
画
»
過
ぎ
ネ
：不
滿
が
ぁ6
:-
.1. 、

般
に
.
H
?
^
^

^
•̂

機
栝
過
^

’靴
釔
陽
で
、
捧
を
搔
ぐ
の
感
が
な
ぐ 

は

な

い

が

，

余

は

其

.の

大

體

を

.知

る

上

に

於

い

て

好

著 

で
ぁ
.る
ビ
信
す
5.
.。
，少
く
^

&本
書
^
示
^
れ
た
る
It 

々
次
る
過
去
の
社
#
問
®
だ
：

S,
に
就
い
て
、
吾
人
は
：

f 

層
離
し
ぎ
歷
史
的
.硏
究
を
必
耍
.と
す
る
。.而
し
T

-l
.li
: 

龕
敗
心
紀
直
楼
影-®
の
^
る本

！
！：

題

の

餅

ぎ

は

、
徒
ら 

ぬ
事
怫
を
最
k
し
た
西
洋
の
霞
譯
や
純
理
祀
走
る
ょ
卜 

も
>
是
_
の
歷
1
的
事
實
を
顧
虛
し
、
：參
酌
し
て
、

」
機 

澈
w

f

.る
處
遛
を
取
ク
.均
方
が
、
：其
實
効
を
擧
ぐ

る

， 

.上
に.1

層
望
免
し
い
之
ビ
で
あ
ら
ぅ0」(

三
六
|ニ
.頁)

唯 

現
在
の
社
會
間
題
ビ
楚
等
過
去
に
於
け
み
社
會
問
題
ど 

の
本
質
上
の
差
違
に
就
いTi
,は
多
少
考
t
"を
#5
す
必
®
; 

が
あ
ら
う
。(

野
村
兼
太
郞)

：
-
. 

.

•

第

晨

一
五
四

だ
I

I

ボ

社

會

經

濟

研§穿.來
亨

國

女
.
'堂

^

行

. 

定
憤
金
甙
’圓
八
拾
錢

,本
書
は
堀
江
ft
：
土
の
前
著「

經
濟
組
織
改
造
論」

の
®. 

卷
$
も
見
る
ベ
き
も
の
に
し
て，

大

IH
九
年
一:

月
頃
ょ 

ク

フ

同
十
月
G
至
る
間
著
溝
が
本
誌.を
始
め
都
下
の
_
 

:雜
誌

に

寄

稿

せ

る

：
論
文
中
の
ー

「

或

る

も0」

を
收
錄
し 

併
せ
加
ぶ
る
せ
東
京
！1:
,
々
新
聞
^
續
載
せ
.
.
&れ
：だ
る 

「

恐
懢
當
時
の
關
柬
機
業
地

」

視
察
顏
を
以
て
-t
た
り
。 

通
篇「

恐
憐
不
最
氣
並
^
經

濟

的

反

,

、
參

働

雄

に

瓲
 

會
問
題」

及
び「

政
治
ぐ
し
經
濟
と
の
交
涉
點

」

の
亡|

篇
、
：
'
, 

j
「

十
六
章
、
自
由
放
任
、
，自

由

競

霊

義

を

以

て#
 

の
'夢」

ミ
な
す
箸
者
が
、
そ
の
新
立
脚
地
ょ
り
し
て
時 

事
に
»
し
て
下
せ
る
痛
烈
な
る
論
評
文
最
も
多
き
紅
占 

め
f

 

o 

;

'

»

江
博
士
の
前
著
が
逸
し
て
本
書
が
.新
た
に
獲
た
.る 

論
：評
，の
題
自
は
，恐
«

及
び
不
景
氣
の
襲
來
に
し
て
：之
を 

題
材
足
す
る.
文
.は
十
一|

章
の
多
き
を
數
：ふ
。
今
是
に
對 

す

る

魄

士

の

意

：見

を

，窺

は

ん

に

經
濟
社
會
は
反
職
が
招 

致
せ
&

れ
た
'
る
极
本
の
‘原
因
は
世
界
戰
淨
の

，終
結
に
基
 

づ
く(

I 

)

外
國
贸
易0
逆
勢(

.ニ)

毋
貨
の
減
縮0
5

金 

融

§

緊
縮(

四)

物
價
下
落S

大
勢
@

1

M

其

拽

洚

な 

る
事
を
認
むS
雖
も
、
此
間
に
處
し.て

「

私
1

の

利

益

1
!

t

|i
: I; I . I  1 6
: I 

1 
1
I

I
；I

11i
II  •pi
囊：
I-
次：i1
?.

を

課

：る

の

外

H

何
等
の
經
綸
な
く (

八
八5

「

間
違
ひ
だ 

.
6け
の
經
濟
政
策
を
施
す」(

六1 
一ノ
。
現
內
閣
が
■

「

放
漫
. 

極
设
る
财
政
策
を
濫
行
し
、
不
識
愼
な
る
金
融
政
策
を 

«
斷j,(

七
〇)

'•レ

た
る
爲
め
反
動
の
勢
を
激
成
し
た
る 

罪
«
だ
重
し
6
な
す
も
の
な
>
?
玆
化
起
を
根
本
問
題 

:

は
恐
«
は
果
し
*
人
カ
を
以
て
||
§
<

之
^
避
ぐ
る
事
を 

'得
る
や
否
や
是
，な
り
。
傅
士
謂
ら
く
恐
慌
の
經
濟
社
會

； 

に
於
：は
る
は
猶
ほ
疾
病0.
人
體
に
於
け
る
が
如
く
、
人 

’御

の

進

步

に

由

て

「

病

氣

其

む

の

、
避

^

ら

れ

る

が

如 

.べ
に
恐
憐
も
亦
之
を
囘
避
す
る
を
得
る.の
^
ぁ
る
。
唯 

經

獲

會

に

於

：て

商

工

*
の

局

面̂

當

つ

：て

居

る

者

の 

#

f
じ
^
其
赴
く
所
の
自
凼
に
任
甘
て
歡
ぃ
た
な
&
ノ 

-ば
；、
恐
條
は
到
底
间
避
す
る
^
海
な
い
ヾ

」

云
は
な
け
れ 

ば
«.
ら
ぬ」

：：
ビ
、

(

三
六
：

)

。然
ら
ば
此
の
。

「

何
等
0'
規

律： 

な
、
生
.產
、
利
己
の
欲
求
の
み̂

驅
ら
れ
て
居
る
生
^」

_ 

:

は
代
爷
：ベ

.§
も
の
は—

何
^
;:
«
_博

士

答

べ

¥
^
^
;
>

「

國

家
 

が
經
濟
生
活
；.の
中
心
ビ

爲
り
.:t
_'A
生
産
に
對
じ
' 

-
資

本
‘ 

の
述
用
に
對
C
て
：”
共
^
成
ゐ
統
_
を

加

へ

た

な

.ら 

ば <

 
生
it
過
剩
や
資
本
の
固
宛
がf
t恐
條
の
惹
起
令
れ 

る
弊
«
は
©
お
除
き
去
义
れ
る
も
の
ど
認
め
：
M

.W
-
aば

第

五
f
 

S

塞

：

i

f

な

,&

ぬ
匕
^

。(

.

3
七)

“
兹
技
國
家
が
經
濟
生
活
の
中
心 

V

な
U

生
產
及
び
資
本
办
運
用
に
對
じ
て
或
る
統
制 

を
加
ふ̂

謂
ふ
ぼ
果
し
で
如
#
故
る
程
度
の
事
を
意
味 

す
.る
ゃ
：
之̂

對
ず
る
解
答
ル
寧
み
之
を
第
ニ
第
3

兩 

篇
に
求
む
可
き
も.の
、
如
じ
。：
赇
士
が
單
純
な
る
產
業 

の
國
有
市
有̂

滿
思
せ
ぎ
备
事
は

111.

五
六
頁
以
下
の
數 

節
明
に
其
識
左
を
提
示
す;0
蓋
じ
殊
に
我
雜
の
事
實
に 

徵
し
で
單
純
な
る
國
有
私
*

0,

利
/1
V

S

し
て
弊
大
、なる 

:

は
、：
蚤
の
國
有
市
有
を
行
ふ
も
、
，
' 未
笟
產
業0

»
#
有 

(
&
d
a
i
i
?
k
i
o
2
2
)

持
®

れ
ざ
る
を̂

て
な
i
 (

三
六
六)

、 

然
ら
ば
.此
祉
會
化
を
衍
ふ.の
方
法
.は
如
何
^
博
士
は
之 

答
へ
て
、

「

其
內
の
.重
な
る
ぶ
の
ビ
し̂
は
第
ッ1

普
通 

選
擧b

侬
て.，

：

政
f

'A
K

於
を
擧
げt
n«
]

1

.體
の
も 

の
せ
す
各
右
をで
第
二
事
業
^
從
事
す
る
#

働
者
に
對 

し
^

はe

砘
精
祌
勞
働
者*

ぁ
私W

、

‘
岗
體
勞
働
者
で’ 

ぁ
る
ど
を
間
は
ず
、
總
：て
'1

ッ
の
_

體
を
a

織

せ

、 

此
團
體
代
於
て̂
產
業
を
餐
理
す
厶
權
利
釔
持
^

こ
迖
、 

婼
コ1

消
费
激
名
亦
進
ん
で
画
艘
を
.組

織
;1
,

て(

事
寒
の 

經
營
は
予
與
し
？
斯
ぐ
て
從
來
_

却
3:

れ
で
5

 

S
 

費
者
条
體Q

利
益
を
擁
議h

す
る
が
如
き
は
最
も
必
要

綈
H

P

1

菱


